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＜参考表示＞

目標 市の施策の基本方向 自己評価
中間

外部評価
中間

自己評価
年度末

外部評価
年度末 市の施策の柱

5 5 実現状況は極めてよい

4 4 実施状況は良好である

3 3 実施状況はおおむね良好である

2 2 実施状況はやや不十分である

1 1 実現状況は不十分で努力を要す

令和６年度　鹿角市立尾去沢小学校　学校評価書

評価指標（学校の実践課題）

基本方向１

主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善

3 3

基本方向３
１人１台端末を活用したＧＩＧＡスクール構想の推進と情報モラ
ルの育成

3 3

①なぜ学ぶのかを明確にし
　た主体的・対話的で深い
　学びの実現
②望ましい学習集団の育成
　による児童生徒の学力向
　上対策
③読書活動の推進と読解力
　の育成

基本的学習習慣の形成と基礎学力の定着

読解力育成のための読書活動の推進

基本方向２

キャリア諸能力の育成のための体験的活動の充実

3 4

①社会的・職業的自立を目
　指した教育活動の推進
②ふるさとへの理解を深め
　る体験的な活動の推進
③鹿角市の未来を支え盛り
　上げる人材の育成

ふるさとのよさに気付き愛着心を醸成する活動の充実

ふるさとを支える気概の育成

①自己有用感と主体性を育
　む学習集団の育成
②規範意識や思いやりなど
　を育成する道徳教育の充
　実
③共生社会の形成に向けた
　人権教育の推進

思いやりの心を育む道徳的実践の場の設定

様々な人たちとの交流を通した自他を大切にする心の育成

①ICTを活用した情報活用
　能力と情報モラルの育成
②グローバル化に対応する
　能力の育成
③他地域との交流によるコ
　ミュニケーション能力と
　発信力の育成

外国語教育･国際理解教育の充実

学んだことを発信する能力の育成

自己有用感と主体性を育む集団づくりの推進

3 4

①規則正しい生活習慣の確
　立
②食育の推進
③体育授業及び運動部活動
　の充実と体力の向上

望ましい食習慣の形成

継続的な体力つくりの実践による体力の向上

基本方向５

よりよい生活習慣の定着

3 3

外部評価の評価基準 自己評価の評価基準

①特別支援教育の充実
②就学前相談の充実と小・
　中学校との円滑な接続
③不登校児童生徒の居場所
　づくりと学校復帰に向け
　た支援の充実

園・小・中の円滑な接続につながる効果的な連携

不登校、問題行動等の未然防止のための取組と対応

基本方向７
校舎・校地の日常的な点検・整備等による安全・安心な環境づく
り

3 4

基本方向６

特別支援教育の充実

3 4

基本方向４

①安全・安心・良質な学校
　環境づくりの推進
②通学の安全対策
③学校の危機管理対策

通学の安全対策

各種避難訓練の計画的実施と安全計画（危機管理マニュアル）の
改善と活用

基本方向８

人事評価制度を活用した各キャリアに応じた研修の充実

業務改善計画による教職員の働き方改革の推進

基本方向９

学校運営協議会・学校評価・学校の説明機会の充実

3 4

3
①教職員研修の充実
②人事評価制度とキャリア
　アップ研修の充実
③教職員の働き方改革の推
　進

①学校運営協議会を核とし
　たコミュニティ・スクー
　ルの推進
②地域学校協働推進事業に
　よる学校の活性化
③学校の創意工夫による
　特色ある学校経営の推進

地域人材やボランティア、地域素材の積極的な活用

特色ある学校経営の推進と評価

教職員の校内外研修の充実

3

やや不十分 達成率５０～５９％

努力を要する 達成率４９％以下

きわめて良好 達成率９０％以上

良好 達成率８０～９０％

おおむね良好 達成率６０～７９％

自己実現のた
めに必要な確か
な学力の定着を
図ります。

自分の未来を自
分で切り開き、ふ
るさとを支える気
概をもった人材を
育てます。

豊かな心を育
みます。

健やかな体を
育みます。

子どもの成長を
支える魅力的で安
全・安心・良質な
学びの場をつくり
ます。

教職員のモチ
ベーションと
資質の向上を
図ります。

地域とともに
特色ある学校づ
くりの推進に努
めます。

情報活用能力と
コミュニケーショ
ン能力をもった、
自分らしく輝く人
材を育てます。

子ども一人一
人に応じた、き
め細かな教育を
推進します。

確
か
な
学
力
と
高
い
志
を
育
て
る
教
育
の
充
実

豊
か
な
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と
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や
か
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を
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み
、
将
来
の
自
立
を
支
え
る
教
育

学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む
、
多
様
で
質
の
高
い
教
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年度末 0.0
中　間 3.6

年度末 0.0
中　間 3.5

基本方向１「自己実現のために必要な確かな学力の定着」
児童生徒の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

3
　上級生が下級生に読み聞かせをしたり、毎
週たっぷり読書の日を設定したりしているこ
とが、読書好きな子どもの育成につながって
いる。読んだ感想を提出させる取組があると
より効果が表れるのではないか。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　R５県学習状況調査の結果から国語の「読
むこと」の領域において読解力不足により回
答までたどり着けない子どもがいる。基本的
学習習慣を身に付け、授業改善と日常的に読
書に親しむ活動が重要である。

中間 3 中間

自己評価の概
要と学校の改
善策

【中間評価】今年度は研究教科を「国語」に焦点化し、授業改善を進めていく上で課題となる読解力の向上を目指す。前期は研
究の重点を基に実践を積んだ。しかし、授業を見合って先生方で共有し合う時間をとらなかったので２学期以降進めていく。ま
た、客観的な成果を見るために、９・２月に児童アンケートを行い、研究の検証をしていく。学習習慣の形成では、家庭学習や
姿勢の手本となるものを掲示することで意識化され、効果があった。読書においては、図書委員会による放送などが意欲付けに
つながっている。今後はあおぞらぶっく号の日とたっぷり読書の日にどんな本を読むのか学級担任がチェック・指導できるよう
にしていく。

【年度末評価】

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善
・「研究の重点」に基づく授業研究と実践
・研究授業による仮説の検証
・日常授業への研究成果の還元

基本的学習習慣の形成と基礎学力の定着
・掲示物を活用しての学習習慣の定着
・家庭学習の充実
・朝学習、月例テスト、個別指導による基礎学力の定着

読解力育成のための読書活動の推進
・昼読書や読み聞かせ、家庭学習読書の日、移動図書館と
　の連携など読書活動の充実
・読書の広がりをねらった学年おすすめの本の設定

保護者
学校は主体的
に家庭学習を
進められるよう
に支援してい
る

アンケート平均

＜資料＞ ※4が最高値

児童
授業に進んで
参加し、話合
いを頑張って
いる。

アンケート平均
42 14 2 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

30 28 1
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

国語授業で大きい紙に自分の
意見を付箋で記入し、話合いを
深めています。

掲示物で目指す子どもの姿を
具体的にしました。

6年生が1年生の教室に行き、
読み聞かせをしています。委員
会で本の紹介等もしています。
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年度末 0.0
中　間 3.5

年度末 0.0
中　間 3.1

保護者 お子さんは、地域の行事
に参加している。

アンケート平均

＜資料＞ ※4が最高値

保護者 お子さんは、尾去沢や鹿
角が好きである。

アンケート平均

キャリア諸能力の育成のための体験的活動の充実 ・育成するキャリア能力を明確にした体験活動の計画と実施

ふるさとのよさに気付き愛着心を醸成する活動の充実
・「かなやまソーラン」、「からめ節」、「刻の翼」等伝統の
　継承、ボランティア活動の実施

ふるさとを支える気概の育成
・地域行事（山神社祭、市民運動会等）への参加
・ふるさとかづの絆プランの実施

自己評価の概
要と学校の改
善策

【中間評価】児童アンケートでは「尾去沢や鹿角が好きである」の質問に対して平均3.77であったのに対し、保
護者は3.47で開きがあった。学年通信に写真や感想を掲載したり、各活動の終了日の宿題として、お家の人へ頑
張ったことなどを伝えることを宿題とするなどして工夫する。 地域行事への参加について、保護者アンケートで
は数値が低かった。参加したくても自治会として参加していないところもあるためだと感じる。尾去沢市民セン
ターとも多くの子どもたちが参加できる配慮ができるかどうか協議を進めていく。
【年度末評価】

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

4
　市民センターや中学校との連携、他校との交流が
うまく行われている。市民センターも子どもの数が
減る中でできるだけ世代間交流をしていくので、活
動を通じて地域を好きになってほしい。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　児童は地域の方と触れ合ったり地域
行事に参加することを楽しみにしてい
る。地域への愛着も高く地域学習が根
付いている。

中間 3 中間

基本方向２「自分の未来を自分で切り開き、ふるさとを支える気概をもった人材の育成」
児童生徒の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

33 21 5
0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月

12月 とても良い

大体良い

もう少し

まだまだ

21 24 11
3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い

もう少し

まだまだ

【ふれあいかなやまスクール】
地域の田んぼを借りて、田植え作業を行っ

た。収穫したお米は６年生が販売活動をする
予定である。

【地域との連携】
運動会での「からめ節」、山神社祭パレー

ドでの「かなやまソーラン」など、地域を盛
り上げる活動に取り組んでいる。

【ふるさとかづの絆プラン】
大湯小との交流を進めた。１学期は史

跡鉱山巡りをした。改善を図りながら交
流の質をを高めていきたい。
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年度末 0.0
中　間 3.1

年度末 0.0
中　間 3.6

基本方向３「情報活用能力とコミュニケーション能力をもった、自分らしく輝く人材の育成」
児童生徒の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

3
　ＩＣＴの活用や３年生からの外国語の授業など、子どもた
ちが興味をもって取り組めている様子がうかがえる。ＩＣＴ
での情報量が増えてすぐに答えやヒントが得やすい一方で、
考えることやノートへの書き方が心配である。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　タブレットは使用頻度が高く、使い
方にも慣れている。外国語に関しては
興味をもっているが進んで英語でのコ
ミュニケーションをとることに難しさ
を感じている。

中間 3 中間

自己評価の
概要と学校
の改善策

【中間評価】タブレットは授業でよく活用されている。トラブルの時や授業で使い方説明などICT支援員がすぐ対応してくれているの
もありがたい。先生方には情報に関するお便りを発行して活用事例を伝えていく。また、子どもたちが家庭でタブレットを活用できる
ようにするために、２学期以降に持ち帰りを実施し、不具合がないか調べていく。外国語では、ALTの関わりが素晴らしく、子どもた
ちが楽しくコミュニケーションをとることができるように進めていただいている。今後も限られた時間内で効果的・効率的に学担と授
業の打合せををして連携よく授業を組み立てていく。

【年度末評価】

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

１人１台端末を活用したＧＩＧＡスクール構想の
推進と情報モラルの育成

・ＩＣＴ活用方法の職員研修
・ＩＣＴを活用した授業実践の充実
・情報モラル教育の推進

外国語教育･国際理解教育の充実
・ALTと連携した学習
・外国語･外国語活動におけるTTの効果的な支援方法の提示
・日常生活において英語を使用する機会の確保

学んだことを発信する能力の育成
・ICTを活用した発表・発信等の表現力の育成
・外国語を使ったやりとり・発表等の表現力の育成

児童
タブレットで自
分の考えを表
したり伝えたり
しています。

アンケート平均

＜資料＞ ※4が最高値

教職員
ALTとの連絡
調整などは質
の高い授業を
目指す上でど
うだったか

アンケート平均
1 12

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

44 12 0 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

【授業での活用】
タブレットに自分の考えを表

し、それをもとにして全体での比
較検討場面で生かしています。

【外国語活動・外国語】
英語でのコミュニケーションが

楽しくなるように、ALTと学担が
協働して授業を進めています。

【発信・発表時の活用】
タブレットや電子黒板を使っ

て、考えを発表・発信していま
す。
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年度末 0.0
中　間 3.8

年度末 0.0
中　間 2.9

年度末 0.0
中　間 3.1

基本方向４「豊かな心の育成」
児童生徒の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

4
　登下校の際、上級生が下級生の面倒を見たり、声
をかけたりといった姿が多く見られ、優しい心が
育っていると感じる。学年関係なく、学校全体でみ
んなが仲良しという印象があるのは、学年を超えた
活動が多くあるためだと思う。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　上級生が下級生を思いやって行動
する場面が多い。登校時に上級生が
１年生の手をつないで歩いてきた
り、６年生が１年生に朝の読み聞か
せに行ったりしている。

中間 3 中間

自己評価の
概要と学校
の改善策

【中間評価】　アンケート調査から、学校では係・委員会など自分の役割を果たそうとしているが、家庭でのお手伝いが
学校ほどできていないことが分かる。学校で身に付いたことを家庭でもできるように励ましていく。道徳教育推進につい
ては、担当者が教職員に対して学校全体で取り組むことを提示し、授業づくりに役立つ情報を発信していく。また、かな
やま生活目標を子どもたちにしっかり周知することができなかったので、放送での呼びかけと掲示を活用して周知と意識
付けをしていく。
【年度末評価】

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

自己有用感と主体性を育む集団づくりの推進
・hyperQ-Uを活用した学級づくり
・活躍の場（学級活動・係や委員会活動・クラブ活動）の意図的
設定や称揚

思いやりの心を育む道徳的実践の場の設定
・生活目標、生活のやくそく、新かなやま運動などを通した、基
本的生活習慣の育成
・道徳科において道徳的実践力を高める全校共通実践

様々な人たちとの交流を通した自他を大切にする心の育
成

・児童会による集会活動で、よりよい関わりを図る異学年交流
・縦割り清掃班で役割を果たしたり、協力したりする活動
・教育相談、なかよしアンケートの実施

＜資料＞ ※4が最高値

児童

クラスや友達の
ために係・当番
活動の仕事を
がんばっていま
す

アンケート平均

アンケート平均

教職員

かなやま生活
目標や生活の
約束などを実践
するための支
援はどうだった
か

保護者
お子さんは家の
手伝いをよくし
ている

アンケート平均

全校集会（委員会発表）

49 9 1
1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

13 31 12
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

委員会での話合い活動 各学級の道徳掲示物

1 12 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い

もう少し

まだまだ

朝の登校の様子
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年度末 0.0
中　間 3.4

年度末 0.0
中　間 2.8

年度末 0.0
中　間 2.9

基本方向５「健やかな体の育成」
児童生徒の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

3
　メディア利用時間については、保護者の見届けが
重要。害獣の出没や熱中症対策などで、体を動かす
機会が減っており、運動不足も懸念される。視力の
低下も心配である。学校での運動に期待している。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　昨年度からの継続事項でメディア利用の時間が
長い児童の健康が心配である。学校では体力向上
のために徒歩での登校、朝運動、業間運動を計画
的に行うなど取組を行っている。

中間 3 中間

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

よりよい生活習慣の定着
・ライフスタイル調査結果の周知と保護者の啓発
・各種検診結果による保健指導
・保健集会，学校保健委員会の実施

＜資料＞ ※4が最高値

自己評価
の概要と
学校の改
善策

【中間評価】　メディアコントロールについて、今後も期間を決めて取組みを継続し、児童への指導や家庭への啓
発を継続する。また「尾小っ子のためのメディアとの上手な付き合い方」を周知し、２学期中に全校に保健指導を
行う。食育については、給食時間のマナーを身に付けるために教師自ら手本となり、指導を継続する。体力向上で
は、ねらいを明確にした朝運動（縄跳び、マラソン）を期間を決めて継続し、体を動かす時間を確保する。今年度
は６月にマラソン大会を行い、熱中症対策や学校行事の兼ね合いも解消しとてもよかった。
【年度末評価】

望ましい食習慣の形成
・給食指導の充実
・食育指導の実施

継続的な体力つくりの実践による体力の向上
・朝マラソン・縄跳びの実施
・新体力テストの結果分析と活用
・業間運動や縦割り班遊びの計画と実施

児童
早寝早起き、歯みが
き、メデイアコントロー
ルをしています。

アンケート平均

保護者
お子さんは、健康のため
によりよい生活習慣を身
に付けている（早寝早起
き、歯みがき、メディアコ
ントロール）

アンケート平均

保護者 お子さんは、好き嫌いせ
ず食べている。

アンケート平均

33 18 7
3
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8 32 17
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もう少し

まだまだ

【給食の様子】
１年生親子給食会

【マラソンと縄跳びの取組】
朝学習の時間で練習。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月

12月 とても良い

大体良い

もう少し

まだまだ

【メディアコントロール】
プリント記入の状況



－９－

年度末 0.0
中　間 3.8

年度末 0.0
中　間 3.4

年度末 0.0
中　間 3.1

教職員
不登校や問題行動未然
防止に向けた取組はどう
であったか。

アンケート平均

児童 尾去沢小学校は楽しい
です。

アンケート平均

保護者
子どものことで困ったこと
があれば学校に相談し
やすい。

アンケート平均

不登校、問題行動等の未然防止のための取組と対応
・児童を語る会の実施により、全職員での共通理解
・ケース会議の実施等でチームとしての対応

＜資料＞ ※4が最高値

自己評価の
概要と学校
の改善策

【中間評価】　6月の尾去沢の児童を語る会では放課後児童クラブの職員や母子生活支援施設の職員も入り、詳しく児童
について情報を得ることができた貴重な機会だった。校内職員で行うケース会議では毎週の児童を語る会で挙げられる児
童についてこまめに対応策を協議する場をもつ。小中連携については小中合同避難訓練について中学校とも協議し、行う
ねらいや意図、実践につながる内容を吟味していきたい。新かなやま運動については、生活目標に位置付けしたり、夏休
みの計画表や学校報に明記したりすることで定着が図られている。今後も継続していく。
【年度末評価】

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

特別支援教育の充実
・校内支援委員会の充実
・記録や協議による特別な支援を要する児童の理解と対応
・就学前･小･中の情報の確実な引継ぎ

園・小・中の円滑な接続につながる効果的な連携
・小・中連携プロジェクトの各部の推進
・小・中合同行事等の実施（運動会、学校保健委員会等）

4
　先生方が、一人一人の特性をとらえて対応し
てくれていることに感謝している。担任してい
る子だけでなく、小学校児童全体を見てくれて
いる印象がある。また、先生方が個別対応で支
援してくれているのがありがたい。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　昨年度在籍していた職員がよく児童理解
をしており、適切な支援を行っている。ま
た、新職員もその様子を見たり、児童を語
る会で情報を得たりして特別な支援が必要
な子に対して適切に接している。

中間 3 中間

基本方向６「子ども一人一人のニーズに応じた、きめ細かな教育の推進」
児童生徒又は学校の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

53 3
2 2

80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

28 27
4
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3 8 2
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い
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まだまだ

３・4年生夏祭りかなやま大運動会 中学生があいさつの仕方説明 新かなやま運動の取組



－10－

年度末 0.0
中　間 3.9

年度末 0.0
中　間 3.7

保護者

学校は、登下校の
際の安全を確保
し、緊急時の連絡
体制も整えてい
る。

アンケート平均

各種避難訓練の計画的実施と安全計画（危機管理マ
ニュアル）の改善と活用

・年３回の避難訓練(①地震、②火災、③総合※児童のみの判断)
・事故防止教室(不審者、交通事故、クマ被害等、実態に合わせる)
・訓練等後の反省と安全計画の見直し・改善

＜資料＞ ※4が最高値

児童

避難訓練や交通
安全教室で勉強し
た「自分の命は自
分で守る」方法が
分かっています。

アンケート平均

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

校舎･校地の日常的な点検･整備などによる安全･安心
な環境づくり

・月１回(学校安全日)の点検・報告
・日常的な施設不備についての情報共有･対応
・教育委員会への修繕の依頼

通学の安全対策
・交通安全教室(歩行･自転車)での体験を重視した指導
・集団登校時のあいさつ運動や管理職の見守り、下校指導ではＳLGの協力
・害獣出没時など緊急メールでの保護者への周知

自己評価の
概要と学校
の改善策

【中間評価】　熊出没の際、児童の登下校の安全確保対策として、警察や防犯協会の方々に巡回を依頼し、安全に登下校する
指示をメールで流すなど対応が素早く的確にできた。避難訓練については、今後も自分事として危機意識を高められる内容を
考え、実施していく。また、熟議で地域の方や保護者と一緒に防災について考えることができた。挙げられた内容について、
できることから取り組んでいきたい。玄関前のロータリーについて、保護者からなんとかしてほしいというご意見をいただい
た。予算化はされており、今年度内には補修の予定になっているので、学校報で周知した。また、補修までの間の事故防止に
ついて、児童・保護者に呼びかけていく。
【年度末評価】

4
　学校敷地の草刈りや通学路の整備がしっかりと
されている。校舎内外の点検や避難訓練も行われ
ている。害獣が出没した情報もこまめに発信さ
れ、それに伴う登校の変更など、状況に応じた素
早い対応ができている。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　校舎内外の環境整備がよい、という
声を来客の方々からいただいている。
昨年度から職員でローテーションしな
がらの校舎点検を実施し、複数の目で
危険箇所を点検できている。

中間 3 中間

基本方向７「子どもの成長を支える魅力的で安全・安心・良質な学びの場づくり」

児童生徒又は学校の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

55 5 0

80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い

もう少し

まだまだ

40 18 1
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７月
12月 とても良い

大体良い

もう少し

まだまだ

5/23避難訓練の様子 7/23共育を考える会での熟議 8/31現在のロータリー前の様子



－11－

年度末 0.0
中　間 3.0

年度末 0.0
中　間 3.1

年度末 0.0
中　間 2.8

基本方向８「教職員のモチベーションと資質の向上」
児童生徒又は学校の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

3
　どの授業も子どもたちが安心して学習してい
る様子が見られる。雰囲気もよく、先生方との
関係性のよさも見られた。様々な機会を通して
研修を積み、子どもたちへ還元してほしい。

年度末 年度末 年度末

年度初め

　教職員の研修意欲は高く校内授業研
究会など、積極的に研修できる。働き
方改革については、昨年度効果的なも
のを継続し、年度内でもすぐに取り組
めることを共通理解の上進めていく。

中間 3 中間

自己評価の
概要と学校
の改善策

【中間評価】　授業を見合う会、算数や国語の校内授業研究会、八幡平市の校長会視察などが２学期にある。研修
推進についての実践の場として捉え、よい支援方法などを示し、実践のヒントとなるようにする。課題研究活性化事
業では、研修内容の必要性を教職員に理解してもらうと共に、２学期の避難訓練や校内の危機管理研修との関連を図
り、課題研究活性化事業の意義を高める。業務改善については、なかなか進まない状況だが、他校の業務改善例を
紹介し、本校でも改善できることを職員会議で話し合っていく。

【年度末評価】

教職員の校内外研修の充実
・一人一研究授業、授業を見合う会、研究主任おすすめ授業、県セン
ター講座など研修の奨励
・課題活性化事業の実施と学校生活への還元

人事評価制度を活用した各キャリアに応じた研修の充
実

・管理職と教職員全員との人事評価面談による、個々の目標と成果
　の明確化

業務改善計画による教職員の働き方改革の推進 ・業務内容の精選と効率化

＜資料＞ ※4が最高値

職員
校内外の研修が主
体的に取り組める
ような校内体制は
どうであったか。

アンケート平均

職員

教職員がキャリア
アップに生かすため
の人事評価面談や
日常的な面談はど
うであったか。

アンケート平均

職員
業務改善のため
の働き方改革は
どうであったか。

アンケート平均

2 11
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－12－

年度末 0.0
中　間 3.2

年度末 0.0
中　間 3.6

基本方向９「地域とともに特色ある学校づくりの推進」
児童生徒又は学校の状況 自己評価 外部評価 外部評価者のコメント

年度初め

　尾去沢地区学校運営協議会が４年目とな
り、内容も充実してきている。尾去沢市民セ
ンターや学校支援ボランティア、民生児童委
員など、地域の協力を得ることができてい
る。

中間 3 中間 4

　市民センターをはじめ、地域とのつながり
が強い。地域の方々からの協力を得られてい
ることがありがたい。地域全体で学校運営に
携わる機会を作ってもらっている。子どもた
ちが自分の住む地域のよさを感じられる取組
がなされている。

年度末 年度末 年度末

地域人材やボランティア、地域素材の積極的な活用
・地域人材や地域素材の発掘と活用
・尾去沢市民センターや学校支援ボランティアとの連携

自己評価の
概要と学校
の改善策

【中間評価】　今年度も尾去沢中学校と連携して、尾去沢地区学校運営協議会を行い、その中の熟議では危機管理・獣害対
策をテーマにして協議した。地域全体で子どもたちを見守っていく意識を高めることができた。尾去沢市民センターの事業
では、森林教室や田植え体験など児童のふるさと・キャリア体験に協力をしていただいている。また、地域のスポーツ行事
にも多くの児童が参加できるように配慮していただいた。学校支援地域ボランティアにおいてはクラブの講師、交通安全教
室やプール清掃、体力テストの補助など、児童の活動を支えていただいている。２学期以降は職員室前に尾小生・尾中生の
活躍場面の情報を掲示し、特色ある学校経営の発信をしていく。

評価指標（学校の実践課題） 具体的な取組内容

学校運営協議会・学校評価・学校の説明機会の充実
・学校運営協議会の充実
・熟議の内容や学校評価結果を生かした経営改善の推進
・保護者・地域への積極的な情報発信

【年度末評価】

保護者
学校は地域に笑顔
と元気を届けるよう
な教育活動をしてい
る。

アンケート平均

特色ある学校経営の推進と評価
・地域に笑顔と元気を届ける取組
・全員が学級担任という意識付け

＜資料＞ ※4が最高値

職員
地域人材や地域素
材の活用はどうで
あったか。

アンケート平均
11 0
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７月
12月 とても良い

大体良い
もう少し
まだまだ

37 22 0
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共育を考える会 ～熟議～ 少年少女長縄跳び大会 クラブ活動ふれあいかなやまスクール
田植え体験
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